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新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定書 

 

 新庄市（以下「甲」という。）と鮭川村（以下「乙」という。）は、平成２７

年６月２５日に締結した新庄最上定住自立圏の形成に関する協定について、その

一部を変更する協定を次のとおり締結する。  

 

 別表第２の２中 

「 （２）空き家等の利活用 

取組の内容 移住及び定住を促進するため、圏域内にある空き家等の

情報の収集及び利活用に向けた空き家バンクの検討を行

い、関連情報を発信する。 

甲の役割 乙と連携し、空き家等の情報を収集するとともに、関係

機関と調整し、空き家バンク等の制度構築に向けた検討

を行う。 

乙の役割 甲と連携し、空き家等の情報を収集するとともに、空き

家バンク等の制度構築に向けた検討を行う。 

 

（３）交流の促進 

取組の内容 都市の若者を地域おこし協力隊として受け入れ、地域資

源の発掘等の各種の地域協力活動に従事させながら、圏

域への定住を図る。また、地域活性化を図るため、圏域

内外住民との交流を促進する。 

甲の役割 乙と連携し、地域おこし協力隊を募集するとともに、地

域おこし協力隊が圏域で活動しやすい環境を整備する。

また、交流の促進のための情報発信等を行う。 

乙の役割 甲と連携し、地域おこし協力隊を募集するとともに、地

域おこし協力隊が圏域で活動しやすい環境を整備する。

また、交流の促進のための情報発信等を行う。 

」を 

「 （２）交流の促進 

取組の内容 都市の若者を地域おこし協力隊として受け入れ、地域資

源の発掘等の各種の地域協力活動に従事させながら、圏 



 

 域への定住を図る。また、地域活性化を図るため、圏域

内外住民との交流を促進する。 

甲の役割 乙と連携し、地域おこし協力隊を募集するとともに、地

域おこし協力隊が圏域で活動しやすい環境を整備する。

また、交流の促進のための情報発信等を行う。 

乙の役割 甲と連携し、地域おこし協力隊を募集するとともに、地

域おこし協力隊が圏域で活動しやすい環境を整備する。

また、交流の促進のための情報発信等を行う。 

」に 

改める。 

 

この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自そ

の１通を保有する。  

 

 

  令和２年９月２４日  

 

 

 

甲 新庄市沖の町１０番３７号  

   

                  新庄市長  山 尾 順 紀  

 

 

乙 最上郡鮭川村大字佐渡２００３番の７  

   

                  鮭川村長  元 木 洋 介 


